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〔要旨〕 本研究では，我々が女性アスリートの月経周期と外傷・障害の関連に関する研究を実施する中
で得られた，月経周期に関するデータを資料として詳細に記述することを目的とした．球技スポーツに携
わる大学生年代以上の女性アスリートを対象に，最長 1年間の前向きコホート研究を実施した．研究参加
者はスマートフォンアプリを用いて月経の開始日・終了日を記録した．316名の研究参加者（年齢中央
値：21歳）より得られた 2,789周期分のデータを分析した結果，月経周期異常の有病率は 74.4%であり，
無月経が 9.2%，希発月経が 57.9%，頻発月経が 35.1%であった．追跡期間中，正常月経を維持したのは
25.6%にとどまった．スマートフォンアプリを用いてリアルタイムに月経周期を記録することで，先行研
究と比較してより正確な有病率を明らかにしたと考えられる．

1．緒言

月経周期異常は女性アスリートにおける健康や
パフォーマンスの面で重大な問題であるが，本邦
においてその有病率を調査した研究はその手法に
課題がある１）．先行研究ではアンケートを用いて過
去の月経状態を振り返る手法が採用されている
が，記憶に基づく報告には信頼性に限界がある２，３）．
これまでの研究も一定の知見を提供しているもの
の，より客観的かつ正確なデータに基づく調査が
必要である．そこで本研究は，我々が女性アスリー
トの月経周期と外傷・障害の関連に関する研究４）

を実施する中で得られた，月経に関するデータを
資料として詳細に記述し，月経周期異常の有病率
の実態を明らかにすることを目的とした．

2．対象および方法

1．対象
本研究は，Suzuki-Yamanakaらの研究４）の一部
であり，対象者は競技レベルが Highly Trained/
National Level５）に該当する大学生年代以上の球技
スポーツの女性アスリートであった．すべての研
究参加者から書面によるインフォームドコンセン
トを取得し，ユーフォリア研究倫理委員会の承認
を得て行われた（eu-00009）．
2．期間と調査方法
本研究は最長 365日追跡を行う前向きのコホー

ト研究デザインである．2022年 10月から 2024
年 1月の期間中，研究参加者が所属するチームの
スケジュールに合わせて追跡調査を実施した．
追跡期間中，研究参加者はアスリート用コン
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表 1　月経周期の分布

平均値±標準偏差 最大値 最小値 最頻値 中央値
（四分位範囲）

月経周期（日） 31.6±11.0 166 6 28 29（27-33）
＊最小値として6日の周期が記録された．不正出血等の影響であった可能性は否定できないが，
本研究では実際に報告された月経周期を解析対象としたため，除外せず解析対象に含めた．

表 2　月経周期異常の期間有病率

月経周期異常の分類 月経異常経験者（人） 割合（%）

無月経  29  9.2%
希発月経 183 57.9%
頻発月経 111 35.1%
希発月経・無月経 187 59.2%
希発月経・無月経・頻発月経 235 74.4%

＊調査期間中に複数の種類の月経周期異常を経験した研究対象者もいる
ため，各月経周期異常の期間有病率の合計は 100%ではない．例えば，1
人の研究対象者が希発月経の周期の後に頻発月経を経験した場合，この
研究対象者は希発月経・頻発月経の両方の「月経異常経験者」に含まれ
る．

ディション管理アプリ（ONE TAP SPORTS；株
式会社ユーフォリア，東京）を使用し，個人のス
マートフォンを用いて月経の開始日および終了日
を記録した．この記録をもとに，月経周期を算出
した．追跡期間中，研究者は月経周期データをモ
ニタリングし，各チームのメディカルスタッフと
月 1回の頻度で連絡を取り，周期が極端に短い場
合や，38日以上記録がない場合には実際の月経状
況を確認し，データの正確性を高めるよう努めた．
3．データ分析
研究対象のコホートの月経周期の平均値や中央
値などの記述統計を実施した．また，追跡期間中
に 1周期でも月経周期異常（頻発月経，希発月経，
または無月経）を経験した研究対象者の，研究対
象者全体に対する割合を期間有病率として算出し
た．正常月経周期は国際産婦人科連合の基準をも
とに，24日以上 39日未満とし，その期間に当ては
まらない場合は月経周期異常と定義した６）．さら
に，39日以上 89日未満を希発月経，24日未満を
頻発月経，そして 90日以上を無月経とした．最後
に，365日間追跡することができた研究参加者を
対象として，年間月経回数を算出した．

3．結果

1．解析対象と追跡期間
本研究は最長 1年間の前向きコホート研究で

あったが，調査期間中の引退や移籍などにより 1
年間の追跡が不可能であった研究参加者も多くい
た．本研究対象者 323名のうち，316名の女性アス
リートが解析対象となった．年齢中央値は 21歳
（四分位範囲：19－23歳）であり，大学，セミプロ，
またはプロのチームスポーツカテゴリーにおい
て，サッカー（117名），バレーボール（68名），
ソフトボール（63名），ハンドボール（37名），
フィールドホッケー（19名），もしくはバスケット
ボール（12名）に携わる女性アスリートであった．
追跡期間の中央値は 337日（四分位範囲：291-365
日）で，316名の解析対象者のうち，152名（48.1%）
は 365日間の追跡が完了した．
2．月経周期の分布
316名の解析対象者から合計 2,789周期分の月

経周期データを取得した．記録された月経周期の
平均値±標準偏差，最小日数，最大日数，最頻値，
中央値を表 1に示した．
3．月経周期異常の期間有病率
解析対象全体（316名）における月経周期異常の
期間有病率を表 2に示した．追跡期間中に 1度で
も月経周期異常（頻発月経，希発月経，または無
月経）を経験した研究対象者の割合は 74.4%で
あった．追跡期間中に複数の種類の月経周期異常
（例：希発月経と頻発月経の両方）を経験した研究
参加者もおり，各分類にまたがって計上されるた
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図 1　年間の月経回数の度数分布
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め，割合の合計は 100％を超える．
4．年間の月経回数の度数分布
365日の追跡が完了した 152名のデータより，1
年間の月経回数のヒストグラムを図 1に示した．
年間の月経回数の最頻値は 12回であった．

4．考察

本研究では，スマートフォンアプリを用いて女
性アスリートを最長 1年間追跡し，2,789周期分の
月経データを記録・解析した．国外の大規模な集
計によると，一般の集団の平均月経周期は 21－24
歳で 23.4±0.9，25－30歳で 27.6±1.6日と報告さ
れている７）．この報告と比較すると，本研究参加者
の平均月経周期（31.6±11.0日）はやや長い傾向が
みられた．この報告の対象は主にスウェーデン，
英国，米国在住の女性であり７），アジア人の月経周
期は白人女性と比較すると 1.6日程度長いという
人種差の影響を受けた可能性もあるが８），それを考
慮しても，アスリートでは一般女性と比較して月
経周期が長くなる傾向が示唆される．これは，ア
スリートにおける無月経や希発月経の割合の高
さ１）が，平均月経周期の延長に影響した可能性があ
る．
本研究で得られた月経周期異常の期間有病率

（74.4%）は，先行研究１，９）と比較して高値を示した．
無月経１）および希発月経９）の割合も，先行研究の報
告値より高かった．この要因として，データ収集
の方法論の違いが考えられる．先行研究の多くは，
研究参加者の記憶に頼る信頼性の低い手法２，３）を採
用しているが，本研究ではスマートフォンアプリ
を通じて月経周期をリアルタイムに記録した．こ
の方法論の違いにより，研究対象者自身が認識し

ない周期異常も含め，正確に検知でき，期間有病
率が高く算出された可能性が高い．先行研究の多
くは自己申告に基づく調査であり，調査期間中に
一度でも異常があれば月経周期異常と定義する基
準が明示されていない．そのため，単発の異常が
正常と扱われた可能性があり，本研究で用いた定
義との違いが有病率の差に影響したと考えられ
る．

5．結語

スマートフォンアプリを用いて女性アスリート
316人を最長 1年間追跡し，2,789周期分の月経周
期を解析した結果，大多数（74.4%）が調査期間中
に最低 1度は何らかの月経周期異常を有してい
た．月経周期異常は女性アスリートにとって身近
な健康問題であり，女性アスリート本人に加え，
コーチやスポーツドクターなどの関係者がより一
層連携を強め，予防を講じることが重要である．
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〔Abstract〕 This study aimed to provide a detailed description of menstrual cycle data obtained during a study
investigating the relationship between menstrual cycles and injuries in female athletes. A prospective cohort
study was conducted over a maximum period of one year, involving female athletes of collegiate age or older who
participated in ball sports. Participants recorded the start and end dates of their menstrual periods using a smart-
phone application. In total, 2,789 menstrual cycles from 316 participants (median age: 21 years) were analyzed. The
prevalence of menstrual cycle abnormalities was 74.4%, including amenorrhea (9.2%), oligomenorrhea (57.9%), and
polymenorrhea (35.1%). Only 25.6% of participants maintained a normal menstrual cycle throughout the follow-up
period. Real-time menstrual cycle tracking via a smartphone application likely enabled a more accurate estimation
of prevalence compared to previous studies.


